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研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to propose IT tools and IS that should drive 
competitive global innovation. From hearings at major companies over three years, what stood out was
 the progress in modularization of IoT usage and manufacturing equipment. The company-wide system 
was integrated into integrated package software such as ERP. In order to further revitalize small 
group activities that we have cultivated independently, to standardize quality at global production 
bases, and to cope with fluctuations in production volume to respond to various social changes We 
could conclude that there is progress in packaging or modularization that makes the production 






































(3) その際に欠かせないのは IT ツールもしくは IS（Information System）であり、その具体的検討は緊
急の課題である。つまりどのような IT ツール、IS が選択されるべきか、または開発されるべきかが緊急
の課題となる。イノベーションそのものについての効率性と創造性に関する議論はあるものの、現代のグ
ローバル環境に即した IT ツールや IS の開発・導入について包括的な議論が必要であるが学術的には今だ
に不十分である。 











ルおよび IS（Information System）の現状を調査するとともに、(2) より高度なグローバルイノベーショ





本プロジェクトでは、競争力あるグローバルイノベーションを牽引する IT ツールおよび IS のあり方を
検討する実用性があるマトリックス形式のフレームワークを最終的に提言する。その過程で、グローバル
サプライチェーン、イノベーションコミュニティ、そこでの IT ツール、IS の現況調査および課題抽出を
行うとともに、それらの類型を整理する。その整理を基にフレームワークは提言されるが、そこで指示さ






本プロジェクトでは、競争力あるグローバルイノベーションを牽引する IT ツールおよび IS のあり方を
検討する実用性があるマトリックス形式のフレームワークを最終的に提言することを目的としている。 
 ３年間にわたって主たる企業でのヒヤリングを元に、競争力あるグローバルイノベーションを牽引する
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